














思い浮かぶ。3年ごとに行われる OECDによる PISA調査１）は、12歳から 16歳 2ヶ月の子どもを対
象に行われ、日本では義務教育を終えた高等学校 1年生が対象である。それによると、総合読解力に
ついて 2000年に 8位だったものが、2003年 14位、2006年 15位と、上位 10位にランクインできず、
OECD平均に近いものであったが、2009年にやっと 8位に返り咲いた。そして 2012年は 5位にまで
上げることができたのである。これは 10位にランクインできなかった年からの 6年間に、文部科学
省による「読解力向上プログラム」（2005）などの施策によって、教育現場で読解力の向上に力を入
れたことの結果と言えよう。8位だった 2000年は現在 20歳～ 21歳の大学 3回生にあたる学生たちの


































和 26年（1951年）になると、1）音楽的な経験を豊富にすること 2）想像力を刺激すること 3）模倣












































































































































































































































































































































１）OECD（Organisation for Economic Co-operation and Development、本部フランス）が実施している PISA（Programme 









４）学習指導要領（試案）音楽編 第三章 昭和 22年　文部省
 （あるいは小曲）の括弧は筆者による。5年生までは旋律のみに留まっているが、6年生では「旋律あるいは小曲」と
いう表記がなされているため。
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